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浄
化
槽
は
、
微
生
物
な
ど
の
働
き

を
利
用
し
て
生
活
排
水
を
き
れ
い
に

す
る
装
置
で
す
。
そ
の
た
め
、
浄
化

槽
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
に

は
、
定
期
的
な
維
持
管
理
（
保
守
点

検
・
清
掃
）
と
法
定
検
査
が
必
要
で

あ
り
、
法
律
に
よ
り
実
施
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
適
正
な
維
持
管
理
と
法
定
検
査
を

お
こ
な
い
、
浄
化
槽
を
正
し
く
使
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
、
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

��

保
守
点
検

○�

浄
化
槽
内
の
機
器
、
送
風
機
や
タ

イ
マ
ー
な
ど
の
点
検
調
査
を
お
こ

な
い
ま
す
。
ま
た
、
消
毒
剤
を
定

期
的
に
補
充
し
、
放
流
先
が
不
衛

生
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
も

重
要
な
作
業
で
す
。

○�

10
人
槽
以
下
の
家
庭
用
浄
化
槽
の

場
合
、
年
3
～
4
回
お
こ
な
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○�

県
に
登
録
し
て
い
る
保
守
点
検
業

者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

  

清
掃

○�

浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
な
ど

を
抜
き
取
る
の
が
清
掃
で
す
。

○�

年
に
1
回
以
上
（
全
ば
っ
気
方
式

は
6
か
月
に
1
回
以
上
）
お
こ
な

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○�

市
町
村
の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業

者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

  

法
定
検
査

○�

浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
が
き

ち
ん
と
お
こ
な
わ
れ
、
き
れ
い
な

水
が
放
流
さ
れ
て
い
る
か
を
検
査

し
ま
す
。

○�
最
初
の
検
査
は
、
浄
化
槽
を
使
い

始
め
て
か
ら
3
～
8
か
月
の
間
に

1
回
お
こ
な
う
必
要
が
あ
り
、
そ

の
後
は
毎
年
1
回
お
こ
な
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

○�

県
指
定
検
査
機
関
で
あ
る
（
公

社
）
茨
城
県
水
質
保
全
協
会
に
お

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
２
９
（
２
９
１
）
４
０
０
０

  

一
括
契
約
シ
ス
テ
ム

○�

保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
を

一
括
し
て
契
約
で
き
る
「
一
括
契

約
シ
ス
テ
ム
」
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○�

契
約
を
仲
介
す
る
保
守
点
検
業

者
、
清
掃
業
者
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

���

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
の
転
換

○�

単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
か

ら
の
汚
水
の
み
を
処
理
し
、
台
所

　
11
月
９
日
㈯
か
ら
15
日
㈮
ま
で
は

「
令
和
６
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運

動
」
の
実
施
期
間
で
す
。

　
今
年
は
『
守
り
た
い
　
未
来
が
あ

る
か
ら
　
火
の
用
心
』
を
統
一
標
語

に
、
全
国
一
斉
に
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
起
き
や
す
く
な
る
季
節
を
迎
え

ま
す
。
火
災
か
ら
命
を
守
る
10
の
ポ

イ
ン
ト
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
各
家

庭
で
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

︽
住
宅
防
火

　
命
を
守
る　
10
の
ポ
イ
ン
ト
》

○
４
つ
の
習
慣

１
．�

寝
た
ば
こ
を
し
な
い
。さ
せ
な
い
。

２
．�

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

３
．�

コ
ン
ロ
を
使
う
時
は
、
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い
。

４
．�

コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

○
６
つ
の
対
策

１
．�

ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
等
は
安
全

装
置
の
つ
い
た
機
器
を
使
用
す

る
。

２
．�
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的

に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交

換
す
る
。

３
．�

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣

類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

４
．�

消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い
方
を

確
認
し
て
お
く
。

５
．�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常

に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

６
．�

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別

訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み

の
防
火
対
策
を
行
う
。

《
消
防
団
か
ら
お
願
い
︾

・�

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、

五
霞
町
消
防
団
が
午
後
８
時
か
ら
１

～
２
時
間
程
度
、
消
防
車
両
で
警
鐘

を
鳴
ら
し
な
が
ら
地
域
を
巡
回
し
ま

す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・�

火
災
現
場
を
見
に
行
く
行
為
は
危
険

な
う
え
、
消
火
活
動
の
妨
げ
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・�

消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
消
防
水

利
周
辺
へ
の
駐
車
は
、
迅
速
な
消
火

活
動
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
駐

車
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
防
災
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

や
お
風
呂
か
ら
の
生
活
雑
排
水

は
そ
の
ま
ま
放
流
し
て
し
ま
い
ま

す
。
生
活
雑
排
水
も
併
せ
て
処
理

で
き
る
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換

す
る
こ
と
で
、
放
流
す
る
汚
れ
の

量
を
1
／
８
に
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
　

○�

身
近
な
水
環
境
の
保
全
の
た
め
、

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
環
境
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

　
茨
城
県
生
活
環
境
部
環
境
対
策
課

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
２
９
６
６

許可を受けた
清掃業者




